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論文審査の結果の要旨 

タイ語は、日本語の「ハ」のように明示的に主題を示すマーカーを持たないため、タイ語において「主題」とはい

かなる成分として規定するのか、その規定そのものが問題となる。そのため、本論文においては、主格項以外の名詞

句が文頭に特別に文頭に置かれる場合を有標の場合、即ち、「主題」を表す場合、と規定して論を進めるが、これに

対し、審査委員から、「主語」が文頭に置かれる場合をはっきりと排除して論を進めるべきではなかったのか、とい

う意見が出された。これに対し、論文執筆者の側から、タイ語において、有標の語順を取る場合に特化して論文を作

成した旨の説明がなされた。 

次に、審査委員から、日本語の主題論で言われる「処置課題」という意味的立場で主題になる例は、タイ語におい

ては「処置課題」とみなす必要はなく、「説明対象」でいいのではないか、という意見が出された。これに対し、論

文執筆者からは、明らかに「説明対象」とはいいがたく「処置課題」として解釈すべき例が提示された。 

次に、審査委員から、本論文は、日本語における主題研究の成果を援用するのはいいが、それにひきづられすぎて

いるのではないか、例えば日本語では「主題」と認められないが、タイ語では「主題」と言いたくなるような成分を

見逃しているのではないか、という意見が出された。これに対し、論文執筆者からは、確かにその側面がないとはい

えないが、現段階で、主題研究が最も進んでいる日本語の主題研究の成果を糸口に論をすすめざるをえなかったこと

が説明された。しかし、審査委員の側からは、これは今後、重要な側面であり、その論点は、本論文で扱うべきでは

なかったか、という意見が出された。 

次に、審査委員から、本論中の主張として「断裂」というキーワードについて、タイ語で「断裂」という要件は主

題の要件に本当に必要なものか、という質問が出された。この点に関し、論文執筆者からは、タイ語において、話し

ことばにおいて、確かにポーズが置かれること、さらに書きことばにおいても、単語と単語の間に若干の空白をおい

て書かれることがあることが説明され、タイ語において、確かに「断裂」が存在することが説明された。 

 他にも、本論文に対する質問が多方面から出されたが、そのいずれに対しても的確な受け答えがなされた。 

 本論文は、「主題」という、統語的にも意味的にも非常に扱いにくいテーマに対して果敢に挑戦し、一定の成果を

挙げた。タイ語の主題研究の研究はこれまでに、世界的に見てもほとんどなく、本論文が現時点で最も進んだタイ語

の主題研究といえる。タイ語において、主語以外の名詞句が文頭に置かれるという特別な有標な語順を取ることが自

然に許される文の類型を洗いざらいリストアップし、それぞれについて、その構文が使用可能になる要件を細かく検

討している点で、今後、タイ語に限らず、他の主題卓越型言語における主題研究においても大きな貢献をなすことが

期待される論考である。 

 以上の点から、博士（言語文化学）を授与するにふさわしい高水準の論文であると、審査委員全員が一致して認め

た。 


